
L-B.EngineeringJapan
EV卒電池 「LBEJ認証制度」

背景

EV卒（リユース）電池を 安全で品質を保証し、信頼性（寿命性）を高く使用す
るため、EV卒車から 蓄電池システムまでのプロセスの標準化を行いました。
その標準を正しく展開すべき、「LBEJ認証制度」を新たに設定しました。

社長の言葉

・EV卒（リユース）電池にはまだ約2/3の電池容量が残っています。ソーラー外灯や
蓄電池システムにはまだまだ使えます。
その電池を使い尽くし、未来の子供たちのためにレアメタルをリサイクルし
再度電池に戻すことは我々の世代の使命（ミッション）と私は思います。

・自動車製造は材料から部品、部品から自動車を創り上げるまでは一貫した
標準プロセスが確立しています。一方でEVを卒業したEV車がどのように
電池にばらされ再度蓄電池にするかのプロセスは現在バラバラです。
電池の評価方法もバラバラです。
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弊社（L-B.Engineering Japan）はEVの生産・電池の生産及び電池シ
ステムの経験をした社長と関連の技術者の会社であらゆるノウハウ
を結集し現在のEV卒車から蓄電池システムのプロセスを築き上げ
ています。

まだまだそのプロセスは完全ではありませんが、私たちは先頭に

立ち、皆さんのお力で日本初の資源循環プロセスを創り上げていき
たいと思います。

リチウムイオン電池にはNI,Co,Mn などレアメタルが含まれています。
日本の地下にはありませんが、地上にはたくさんあります

その資源循環プロセスこそ EVの普及および有限な資源活用につ
ながります。 未来の子供たちのために、日本発ではじめましょう

EVは日本中にあります。良い蓄電池システムを「地産地消」で製造することが
コスト・品質とも最善です。

そしてリサイクルへつなげましょう

社長の言葉
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EV卒 PACK
おろし

解体
モジュール化

最適選別

電池特性評価

蓄電池組立

アフターサービス

具体的認証プロセス

A-0

A-1

A-2

A-3
A-4
A-5
A-6

認定証

受監側：各工場
監査側：LBEJ

遠隔監視

車から電池まで
トレーサビリティ確保

電池特性にあわせた組
み合わせ＆パラメータ
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認定開始 認定募集認定地域（案）

マザー
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認定取得日程（案）

秘匿管理契約（NDA）

見積もり
（監査費用・交通費・滞在費）

書類監査

現場監査

認定証

取引基本契約
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